
 

 

 

 

 

 

 

 １２月５日（火）、人丸小学校で地域の方を招いて

“伝えよう！町の幸せを願って”をテーマにプレゼンテ

ーションがおこなわれました。 

 人丸小学校にとって、地域の方に自分たちが考えたま

ちづくりにつながる提案を聴いていただくという初の試

みでした。 

国語科の「町の未来をえがこう」という単元の学習

は、教材文として「町の幸福論‐コミュニティデザイン

を考える」を“①読み、②町づくりについて調べ、提案

を考え、③構成と使う資料を考えて、プレゼンテーションをする”

というのが学習の大きな流れです。その学習の中で、資料を活用す

るなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫する力を育むこ

とをこの教材は目指しています。人丸小学校では本学習をすすめる

にあたり、「伝えよう！町の幸せを願って」と単元名を設定し、プ

レゼンの構成を考え、工夫することで、“進んで自分の考えを伝え

ようとする姿勢”にせまろうとされています。学習をすすめるにあ

たり、学習に対しての目的意識や相手意識を高めるために「大蔵海

岸の利用者数を増やすための取組を地域の方に提案する」と今回は

ゴールを示し、学習をスタートさせています。そして、「明石の未

来に向けての提案」づくりに向け、子どもたちが未来の明石の姿を

イメージし、共有できるように教材文にある“まず未来を描き、そ

の未来から現在を振り返って、今やるべきことを見つけていく”と

いうバックキャスティングの手法も取り入れられたようです。そして筆者がどのような意図で資

料を扱っているかも考え、聞き手をひきつけるよう、「話題提示⇒課題⇒事例２つ⇒提案」とい

う学習した流れでプレゼンを作成されていました。そして今回の地域の方への提案では、子ども

たちが考えた提案から各クラスで選ばれた２つずつ計１０個の提案がおこなわれました。 

子どもたちの提案は“大蔵海岸の利用者数が減少しており、その減少をとめ、たくさんの方に

来てもらうことが未来の明石につながる”というのが共通のスタンスだったと感じています。今

回はこうした提案が初めてということで、国語科に軸足をおいたデザインの活動として受け止め

ました。子どもたちのプレゼンを聴き、国語科の学習で学んだことを活かし、どのグループも見

やすい資料等の構成にも工夫がされており、人丸小学校の子どもたちのポテンシャルを感じまし
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た。そこで、もし「大蔵海岸の利用者数を増やすための取組」というしばりをはずしたら、子ど

もたちのポテンシャルをもっと引き出せるのではと感じました。子どもたちは「性別、年齢関係

なく過ごせる町」等“まちづくりのコンセプト”を各グループで考えていました。そうしたまち

づくりのコンセプト創りには、様々な視点からのアプローチが必要であり、様々な視点を子ども

たちが持つためには、教科横断的なカリキュラム・デザインが必要なんだと考えます。 

提案を聞かれた地域の方が、大蔵海岸に行って実際に撮ってこられた写真等を示しながら、

“私なら、こういった視点で”と子どもたちに語られていたのが印象的でした。こうした町の未

来を考える時、“自分が感じたまちの困りごと”が町の未来を考える視点となると考えます。そ

うした視点を持つためには調査や対話が必要となってきます。この「町の幸福論‐コミュニティ

デザインを考える」は、“自分たちが未来を創る当事者”として一歩を踏み出す教科横断的なカ

リキュラム・デザインをおこなうには適していると考えます。今回のチャレンジが、人丸小学校

での、“未来を創る当事者”を育てる一歩だと思います。未来へのこうした提案を子どもたちが

考えるとき、“子どもを信じ、子どもに任せて、教師自身も一緒に未来を考える伴走者になる”

ことが必要だと感じています。 

子どもたちのプレゼンを聴きながら、大蔵海岸の埋め立てがすすめられていた 30年近く前に、

4年生の社会科で作った「大蔵海岸埋め立て地利用計画（未来志向の社会科授業づくり 東京書

籍）」の実践を思い出しました。その中で最終的に子どもたちは“だれのため”という視点にこ

だわりを持つようになり、「市民が繰り返し使ってもらえる施設」という視点で利用計画を考え

ました。もしその子たちが、この学習活動を覚えてくれていたら今の大蔵海岸をどのように見て

いるかな？そんなことを考えさせてもらえた実践でした。 

１１月の初めにオンラインで開催された令和５年度道徳教育推進研修に参加された学校教育課

安藤指導主事より感想等が届きましたので紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    （文責：北本） 

 令和５年度道徳教育推進研修に参加して 

・学校教育目標を地域や保護者と共有すること 

・学校教育目標に基づいた道徳教育全体計画を、地域や保護者と共有すること 

           共有・考える段階から、地域や保護者と協議していくこと 

・特別活動の重要性  →道徳教育で学んだことを実践する場として 

           →実践活動や体験活動を通した道徳教育 

研修会に参加し、一番印象に残っているには、“学校教育目標を、地域・保護者と協議するな

ど、学校だけの視点でつくっていくのではない”ということです。 

学校だけで子どものことを抱えてしまいがちでしたが、抱えてしまうことで悪循環が起こって

いたのではと思います。原点にもどり、子どもの成長について家庭や地域とともに考えていくこ

とが必要なのだと思います。そういったことからも道徳教育は学校の授業、学校の中だけでする

ものではなく、たとえ道徳教育全体計画についても協議できなくても、学校から発信し、子ども

が育つ仕組を地域全体の中に創っていくことが必要なのだと思います。 

これからの答えのない時代を生き抜いていく力をつけるには、学校だけでなく地域全体で子ど

もを育てていくという意識を高めていく必要があると思います。      （文責：安藤） 



【参考資料】 

 人丸小学校より実践を終えての先生方の感想が届いていますのでご紹介させていただきます。 

 〇本校の研究は本年度から、「児童の主体性を高めるための単元学習」を柱とした研究にシフト

しました。児童の主体性を高めるための手立てや工夫を意図的にしくむ「しかけ」を大切にして

います。そのしかけの立役者として、今回「町の幸福論」の学習において、まちづくり推進協議

会の方に協力をいただけたからこそ、見ることができた子どもたちの姿、身についた力がたくさ

んあると思います。自らイベントに参加して写真を撮影をしてくる子、プレゼンテーションの練

習を何度も録音する子、友だちとアドバイスをしあいながら必死に練習する子など、このような

主体的な姿があったのは、まちづくり推進協議会の方に伝えるという相手意識があったからだと

思います。「自分たちがえがいた町の未来」を、まちづくり推進協議会に伝えるというこの「本

物の学び」は、子どもたちの未来に大きく影響していくと思います。 

 

〇今回は初の試みでしたが、児童も大変意欲的に取り組んでいて、やってよかったと感じまし

た。もし来年の 6年生もされるのであれば、単元の最後に発表を聞いていただくだけでなく、単

元の始めにもまち協の方をお招きして、今の明石の現状や問題点を聞いたり、まち協の方からの

依頼という形で児童たちに考えてほしいことを投げかけたりするとより学習が深まると感じまし

た。 

 

〇児童が意欲的に取り組むことができた。本文でも出てくる「主体的・継続的」がクラスでの合

言葉になり、クラス全体としてよい雰囲気になった。継続的に課題に取り組むために実際に大蔵

海岸のごみを拾いに行く計画を立ててくる子がいるなど、児童にとっても町の課題を考えるよい

きっかけとなった。 

 

〇国語科での学習「人と人がつながることが本当に町の幸福につながる」を土台に自分たちの町

の課題克服のためにできることを考える学習は子供たちのやる気を喚起したし、実際にまちづく

り協議会の方々に来ていただいてその場で発表できたことはさらにこの発表を意義あるものにで

きた。今回は時間の都合上各クラス２グループの発表であったがどのグループの発表もとても良

いものだったので全員に発表の機会を設けられるように場を設定することも今後は検討したい。 

 

〇外部の人に聞いてもらうということが子どもたちにとって大きな刺激となりました。クラスの

代表として選ばれたいという意欲をもって学習していました。6年生だけではなく、他の学年で

も外部と連携をとることで子どもたちにとって大きな刺激になると思います。（準備は大変です

が…） 

 

〇まちづくり協議会の人に町の未来をプレゼンするという単元自体の可能性を感じました。今回

は大蔵海岸の未来についてでしたが、今後、自分たちの住んでいる町の未来について深く考え、

提案できるところをめざしていきたいと思いました。国語科として提案するというより総合的な

学習の時間を軸に取り扱い、もっと町の切実な課題に子どもたちを向き合わせることができると

考えています。そういった課題に直面した子どもたちがどんな答えを出すのかを聞いてみたいと

思いました。そういったカリキュラム 


